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士官学校を出て砲兵少尉から大尉に昇進した後軍人をやめ、余暇に研究していた学問を基に土木技師となった。常に大きなヴィジョンを描く生来の情熱家で、活動の範囲が広く、波瀾に富んだ生涯を送った。彼が思い描く大きなプランを実現するには、行政と 関わりが必要だったから、フランソワは努めてパリに人脈を築いてた。
ゾラの母は、夫が築いたその人脈を頼った。職を見つけ住まいを見つけ、なんとか生計の目途を立てると、
母は上京後三月にして、息子と祖父 直ちにパリに来るよう連絡をよこした。父の友人だった弁護士ラボの計らいで、ゾラを奨学生としてパリの名門サン＝ルイ校 転校させることが可能となったから 。こうしてゾラの上京が決まった。それは、ゾラにとってもセザンヌ とっても 運命がもた した突然のつらい別れだっただろう。
不意にやって来た親交の途絶は、互いにとって互いがどれほど大切な存在であるかを思い知る機会になった。
セザンヌは に「君 エクスを去って以来、暗い悲しみがぼくを打ちのめしている。嘘じゃない 本
（（
（注当だ」
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グジョンの泉に続いて、ゾラは、いっそう熱を





































またこの十日後、ゾラは長文 手紙を書いて より詳細に自己の絵画論を展開する。「ぼくが絵画を見ても、せいぜい白と黒の違いがわか 程度だから、おこがましくも筆の動かし方の良し悪しを断ずることなどできないのは明らかだ。ぼく 言えることは、主題は好きかどうか 絵が全体として何か偉大な良きものを夢想させるかどうか、美への愛が創作の中に息づいているかどうか、と うことに限られる。要するに、ぼくは、筆さばきがどうこう うことと 無縁 、芸術や 作品を領している思想を問題にして話す、とい だ。だから、慎しみある物 言い方をしようと思っ 。 （……（
君は、ぼく










というものが、単に画布の上に置かれた、あるいは撒き散らされた色であってはならない。君は、この効果はどう 方法を使って得 れたのか、とか どんな色が使われているのか、といったことばかり探究するようなまねをしちゃ駄目だ。全体を見て、作品はしかるべき完成に達している この絵描きは本当に芸術家か、そういうことを自らに問いかけてみるべきだ。俗人の眼には、傑作と駄作との違い ごくわずかだ。どっちにも白や赤などいろいろな色があり、筆の動 があり、画布 あり、額縁がある。両者の違いは、言葉にできない のの中に か、またポエジーの中 しかなく、それを明らか できるのは美意識だけなんだ。（……（
さらに、君のために言うわけじゃないが、もし君に天分があるなら、もちろんぼくはそれを固く信じて



















































つまり、セザンヌが画家になろうと初めてパリの地を踏み、画塾に登録し、著名な美術館を訪ね サロン見て歩いたとき、彼は、幾分好 に違いはあったとしても、ゾラと同様に 主題を重視し、その表現 ために正確な素描を基盤とする、描法においてはまったくアカデミックな絵画に魅了されていた、と うことで
メッソニエ『トランプ』（1861年）
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ある。
この六一年のサロンには、ドービニーが五点、









のが大きく変わる。ゾラにとってもセザンヌにとっても二十代前半のパリは、自己の芸術形成においても、思想形成においても、心 感情の経験においても、人 の出会いにおいても、生涯にけっして消えない刻印を刻んだ激動の数年間だった。しかも、初めて二人の友情が深刻な危機 瀕したときでもあった。この波瀾の「青の時代」を乗り切って、ゾラは天職を得て華々し 活動を開始すること なるし、セザンヌはついに退路を断って画家であるしかない道を歩み始め 二人の変化のすべて 鍵は、この数年間の中にあるだろう。
セザンヌとゾラの友情画家セザンヌは、ある意味でゾラが生んだと言ってもいいか しれない。もしゾラがパリに来なかったなら
ば、もしゾラがセザンヌの才能 信じ称賛し続けていな ったならば、もし手紙で繰り返し粘り強く画家になるよう説得を続けていなかったならば、セザンヌは上京する勇気も、そ 道に入る決意も持ち得なかったに違いない。画家セザンヌの誕生にとって、ゾラの友情は不可欠の要素と言っ い だろう。
しかし、ゾラが、セザンヌを画家にすべく、その意気を高め支え続けることは、並大抵のことではなかった。
セザンヌはきわめて特異な性格の持ち主である。気分が不意に転換して、自分で自分を制御できなくなる。親友に対してもである。たとえばある時、切 ても切れない三人組の一人 はず バイユが、久々にマルセイユ
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セザンヌがゾラを避けていた理由は詳らかで 。 だ、この頃、セザンヌは、毎日午前中 アカデミー・
スイスに通ってデッサンに打ち込み、午後は午後で、郷里の先輩画家ヴィルヴィエイユのところに通って、やはりデッサンの勉強をしていた。ヴィルヴィエイユは、画学生時代、エクスの誉れである郷里の画家グラネから直に指導を受けた経験 持っていた。グラネは、アングル同様、フランス新古典主義絵画の巨匠ダヴィッドの著名な弟子の一人であったから、系統から言えば、グラネの弟子ヴィルヴィエイユは完全にアカデミスム本流であった。この彼からセザンヌはアドバイスを受けつつ、父 希望に沿うために、またおそらくは当時考え
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ていた自分自身の絵画のために、国立美術学校に入学したいと強く望んでいたはずである。ところが、さきに述べたとおり、セザンヌは不器用だった。画塾で、彼のデッサンは国立美術学校から通ってくる画学生たちに馬鹿にされ、笑いものにされた。自分自身、おのれの不器用に苛立ちを感じ、自信を失い、おそらくこの頃、将来 対する暗澹たる気持ちが渦巻き始めていたにちがいない。ゾラの手紙にあるとおり、上京後まだ二ヶ月ほどしか経っていないのに、彼は故郷に帰ることばかり考えるようになっていたのである。
とすれば、その才能を信じてパリに引っ張り出し、将来の夢を語り、いま彼が陥っている深刻な自己への疑
念など何も知らず、ただそ をいつ ごとく修練が不足しているがゆえの自信 なさと受け止め、相も変わらず熱心に励ますゾラを、セザンヌは鬱陶しく ならないだろうか。ゾラがセザンヌに寄せる大きな期待や将来に対する楽観、そ て夢のためにはパリにいるべきだと説くまったく筋の通った理屈に、セザンヌは強い苛立ちを覚えないだろうか。
一方、ゾラの方はどうだったか。彼は画塾でのセザンヌの様子をまったく知らない。セザンヌがどういう困








格の彼、ほとんど予測もできず、ほとんど理由もなくころころ方針を変える彼を前にしては、実のところ、ぼくは何も言わず、理屈を飲み込むしかないよ。セザンヌに何かをはっきりわからせることは、ノートルダムの塔にカドリーユを踊るよう説得するよう ものだ。彼は、たぶ 、わかった、とは言うが、少しも譲りはしないだろう。歳と共にますます頑固になっていると思う。 （……（
彼は、ごわごわのただ一枚の布で作
られていて、手に取るとすごく固 んだ。彼を折り曲げることができるものは何もないし、譲歩を引き出すことができるものも何もない。自分が考えていることを議論す ことさえ嫌な だからね。議論を恐れている。まず、話すのは疲れる、次に、もし相手の言っていることが正しければ 意見を変えなくてはならなくなるからだ。こうやって実人生の真っただ中に彼は今いるわけだが、そこにい つか 分の考えを持ち込んでいて、それを周りが変えようとしても、変えられるのは本人の判断だけなんだ。つま ところ、いつも君らが言っ ように 議論を恐れて世界最高のこどもになっ 。 （……（
たまたま、彼が反対意見を主張
する成行きになって、しかもそ 意見 以前君らが批判していた のだったりす 、彼は、よく考え せずに、激高し出して、 の問題を何 わかって な と叫び、次 全然関係ない 飛躍す 。実際彼と議論してごらんよ と言うよ 、こんな性質 こど 話すだけでも い。君らは相手からわずかの譲歩も得られず、ただただものすごく変わ た を観察 る け 終わるだろう。ぼくは、歳月がやがて彼に何か変化をもたらす ろう と期待し た。しか 、彼は、ぼくが何 言わないできた彼 のままだ。だから、ぼくの対応方針はごく単純になる。彼の気まぐ な性格 逆らうよう ことはけ してしない 、
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ここにはゾラ 、友 求めて得ら ないがため 怒りと恨み 強い不満 不信 悲しみ 念、屈辱と諦








ゾラがセザンヌの部屋に行ってみると、彼はエクスに帰るべ 荷造りをしており、いったんは翻意したものの、結局はパリを去った。この間に、つまりゾラの説得を拒否してセザンヌが決定的に帰郷を決める間に、おそらく二人に これまでにない真剣な口論があったも と推測される。 の性格に配慮して口を慎んできたゾラも言うべき とは言ったに違い く、セザンヌ 普段は口 す ことのない彼への不満をさらけ出したに違いない。セザンヌ パリを去った一八六一年九月から翌年一月までの約五ヶ月間、二人 間には完全な沈黙が訪れているのである。それまでの二人 友情を思うとき、この空白の五ヶ月間は、まったく尋常で ない。
ゾラはこの間、自分からはいっさい手紙を書かなかった。セザンヌ 詩情 湛えた才能を愛 、その価値を
信じ、共にあって共に芸術家への道を歩むことを最上の喜びとも生 る活力ともしてきたゾラが、セザンヌ
18








互いに傷付き一旦は絶交となったも の、おそらく、相変わらずゾラ セザンヌの才能とその性格 根に
ある善良さを愛し、信じていた。だから、互いに尊重し合いながら一緒にいられるなら、またきっと愉快な活気ある友情が戻ってくると希望を抱いた。しかし、かつての友情 天国的な無邪気さは、もう取り戻しようがなかっただろう。二人はともに、どう夢に向き合おうとも、これから実人生を生きていかねばならなかった。自分の身を処してゆかねばならなかった。その時二人の間 は大きな隔たりがあった。ゾラの手紙には、セザンヌがどう彼 傷付けた 窺わせる次のような言葉がある。
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ない孤独な田舎者になった。成績も六十人中二十位程度の、特に目立たぬまあまあの生徒に落ちた。母は、息子の沈んだ様子を見て、苦しい家計から短期のエクス滞在の金を捻出し、友のところに行かせてくれ が 楽しい夏休みも束の間、パリに戻るとゾラは不運にも腸チフスにかかり、一月半病臥の床 就いた。成績はまたたくまに落ち、いっそう学校から足が遠のき、結局、翌年八月、大学 入るための理科バカロレアに落第、続いて十一月、今度は文学バカロレアに変更して受験したものの、それに 落ちた。そ めに、彼 奨学金は
20







遊ばせておく余裕などなかった。奨学金 時と同様、母は再び亡き父親の友人ラボを頼り、ゾラにサン・マルタン運河のドックで税関の雑事務をする仕事を見つけてきた。四月から、ゾラは否応なくそこに勤めた。しかし、この仕事は、月給わずか六十フランの、およそ彼の知性など必要としない人間機械のごとき仕事だっ ため、ゾラはすぐに嫌気がさし、わず 二ヶ月で職を投げ出した。
それから彼はボヘミアンになった。詩を書き、短編を書いたが、それは売れ ようなものではなく、おそら
く母と衝突 たためであろう、二月、家族と離れて粗末な屋根裏部屋に引っ越している。それから間もなく、ゾラは、ベルトという「お遊び娘
 fille à parties 」と知り合って、しばらく一緒に暮らした。ベルトは、概ね、
自伝的小説『クロードの告白』で描かれているような、あるいは『制作』に登場するような 今 ことだけしかないデラシネの享楽的な尻軽娘、あるいは「娼婦」だったと推定される。小説 あるように、彼は、たま
21
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ま寝場所をなくした彼女を拾ったのかもしれないし、はじめから住所など持たない女を歓楽街で拾って部屋に入れたのかもしれない。ともあれ、当時、絶望のどん底にあったゾラは、彼女によっておのれの孤独を癒すことができ ろう。初めて女を知って、狼狽し 自分が変わってしまったことを後悔しつつも、彼女に熱中したろう。また、相手の境遇を憐れみ貧困を慰め合うこともできたろう。だ 、彼は彼女を愛したにちがいない。しかも実体験が小説の契機と っ すれば 激しい嫉妬に苛まれるほど深く彼女に執着するまでに。しかし、同時に、ゾラは、互い 間にある精神と知性のあまりに大きな隔たりから、相手を嫌悪し相手を憎み、また返す刀でおのれを嫌悪し苦悩したことは容易に想像しうる。彼には相手を理解 愛する知性と情愛があっても、相手にはそれがない 女に必要な は、おそらく寝場所と金と男であり、豊 な知性と感性を持つゾラという人間ではなかった。だから ゾラ 孤独 彼 一緒にいるこ で癒される一方、自分 いう人間が理解されえない孤独、求めても求めてもけっして求める愛が得られな 孤独、要するに一緒にいながら彼女の中に自分が住みえない無念で耐えがたい孤独に めら も にちがいない。
わずかの間にプロヴァンスの天国のような地から凍てつくパリの地獄へ移され、弱いがゆえに否応なく汚辱
にまみれながら、それでもまだなお少年の清純な心を失いたくない独善的な魂、その魂が苦悩の果 にどこに行き着きうるか。 『クロードの告白』はそのような魂 遍歴 終着地を示そう した作品 考えら が、そこには、純化の度合いはどうあれ、当時の 現実と心 葛藤が赤裸々なまでに表白されていると見られる。
それにしてもその頃、ゾラはどうやって収入を得ていたのだろうか。生活に窮せば、おそらく母からわずか
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続けていたとしても、ひととき女によって孤独を忘れられたとしても、現実には彼は身分も所属もない無為無業の者であり、金がなく 金を得る手段も見込みもなく、将来も全く見えず、ただただ日々貧しさからくる生きることの辛苦に 少しも気持ちが晴れることはなかったろう。唯一の楽しみはセザンヌがパリに来て一緒に生活す を夢想することであり、そのために彼を励ます手紙を書くことだった。そんなとき、ついに、実際にセザンヌが彼の説得に折れ、画家になる決心をしてパリにやってくるこ にな ゾラには、彼となら共に苦労を分かち合い、支え合って 将来 向かって生き 行ける、と 心に明るい光が差し に違いない。
ところが、セザンヌにとって、事情は、そういうわけにはいかなかった。彼には初めから確たる自信はな





けっして愉快でなかったに違いない。だから ゾラ 現実に立 戻った話 なれば、きっ 暗に彼が早々と仕事を辞めたことを責め、しつこく「働くよう促し」た だろう。 しておそらく、自分の帰郷をめぐって激しく争った最後の時には、セザンヌ家のブルジョワ的倫理観をふり上げ ゾラ 批判したに違いない。だとすれば、ゾラ 、自分がセザンヌにまったく理解されていないと深 傷付き、絶望したこ
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ることがいかに困難か、向こうにいる友には本当にはけっして理解し得まい、とゾラは、はじめから予知していたのかもしれない。あたかもそれを見透かすかのように、さきの文面に続けて 彼はアシェット書店に就職することになった旨を伝えている。 こには、とも く自分は勤めることになった、だから安心してくれ、と言わんとす 諦念 こだましているように思え 。ゾラは、セザンヌに「わかってほしい」と訴 なが 、結局諦めていたのである。また諦めなければ、自分自身、昔の友を友として取り戻すことができなかったのである。友情の持続には、互いに精神的に有為であると同時に物質的にも自立 いることが必須条件である。そのごく当たり前の世間的常識 、自分たちの場合にも、何ら情状を顧慮する余地なく適用されると うこと、それをゾラは現実として受け入れたの っ 。
一八六二年夏、友情の危機を乗り越えて もなく、ゾラは『クロードの告白』を書き始め、六五年十月擱筆
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